
多
様
な
魅
力
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

中
伊
豆
北
エ
リ
ア
の
『
下
白

岩
・
加
殿
ジ
オ
サ
イ
ト
』（
伊
豆
市

下
白
岩
）
で
は
、
海
底
に
た
ま
っ

た
地
層
の
な
か
に
約
一
千
百
万
年

前
の
南
洋
の
生
物
化
石
が
大
量
に

含
ま
れ
て
お
り
、「
伊
豆
」
が
南
の

海
か
ら
北
上
し
て
き
た
証
拠
を
確

認
で
き
ま
す
。

河
津
・
東
伊
豆
エ
リ
ア
の
『
河

津
七
滝
ジ
オ
サ
イ
ト
』
は
、
２
万

５
千
年
前
に
流
れ
出
し
た
溶
岩
に

か
か
る
滝
と
渓
谷
が
、
四
季
折
々

に
魅
力
的
な
景
観
を
う
つ
し
出
し
、

温
泉
と
と
も
に
、
多
く
の
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

『
鮎
壺
の
滝
ジ
オ
サ
イ
ト
』（
沼

津
・
三
島
エ
リ
ア
）は
、
箱
根
と
愛

鷹
山
の
あ
い
だ
を
流
れ
る
黄
瀬
川

に
あ
る「
鮎
壺
の
滝
」が
中
心
。
約

１
万
年
前
の
富
士
山
噴
火
の
溶
岩

（
三
島
溶
岩
流
）
の
末
端
部
に
か
か

る
滝
を
、
富
士
山
の
眺
望
と
と
も

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
一
部
の
み
の
紹
介
で
し

た
が
、
伊
豆
に
は
他
に
も
美
し
い

ジ
オ
サ
イ
ト
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
下
田
以
外
の
ジ
オ

サ
イ
ト
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
戦
略
係

緯
鰻
３
９
１
３

下
田
市
は
あ
い
さ
つ
運
動
実
践
中

みなさんのお宅のアイドルの写真を募集しております。市役所総務課へどしどしお寄せください。

Vol.12

伊伊
豆
各
地
の
ジ
オ
サ
イ

伊
豆
各
地
の
ジ
オ
サ
イ
トト

伊
豆
半
島
は
南
洋
の
海
底
火
山

の
噴
火
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
地
が

生
ま
れ
ま
し
た
。「
島
」
と
な
っ
た

伊
豆
は
、
プ
レ
ー
ト
移
動
に
よ
っ

て
北
上
を
続
け
本
州
と
衝
突
、
そ

の
結
果
と
し
て
「
伊
豆
半
島
」
が

誕
生
し
ま
す
。

こ
う
し
た
独
自
の
成
り
立
ち
を

持
つ
伊
豆
半
島
に
は
、
他
の
地
域

に
は
な
い
、
特
徴
的
な
地
形
や
地

層
が
多
数
存
在
し
、
壮
大
な
大
地

の
営
み
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、

伊
豆
の
他
の
地
域
の
魅
力
あ
る
ジ

オ
サ
イ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
コ
リ
ア
丘「
大
室
山
」

伊
豆
半
島
に
お
け
る
代
表
的
な

ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ
と
し
て『
大
室

山
ジ
オ
サ
イ
ト
』（
伊
東
市
）が
あ
り

ま
す
。大
室
山
は
、約
４
千
年
前
の

噴
火
で
で
き
た
、伊
豆
東
部
火
山
群

で
最
大
か
つ
最
も
美
し
い
ス
コ
リ

ア
丘
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ス
コ

リ
ア
丘
」と
は
、ね
ば
り
気
の
弱
い

溶
岩
の
し
ぶ
き（
ス
コ
リ
ア
）や
火

山
弾
が
噴
火
口
の
周
囲
に
降
り
つ

も
っ
て
で
き
た
、
プ
リ
ン
の
よ
う

な
形
を
し
た
山
で
す
。
大
室
山
の

噴
火
で
流
れ
出
し
た
大
量
の
溶
岩

は
相
模
湾
に
流
れ
込
み
、
城
ヶ
崎

海
岸
を
作
り
出
し
ま
し
た（
城
ヶ
崎

海
岸
ジ
オ
サ
イ
ト
）。

「
広
報
し
も
だ
」は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

伊豆縦貫自動車道を早期完成しよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と活性化を県内外にPRしま
しょう！！ご利用方法については、以下の市ホームページをご覧ください。
猿下田市ホームページ http://www.city.shimoda.shizuoka.jp/

あああ
い
さ
つ
で
、

心
の
と
び
ら
を

開
け
て
い
く

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ
でで
、、

心
の
と
び
ら
を

開
け
て
い

心
の
と
び
ら
を

開
け
て
い
くく

あこがれはお兄ちゃん。お兄ちゃんのやること、

持つものぜーんぶマネした～い。

4月から小学生になるお兄ちゃんの

新しいランドセルもないしょで拝借。

かっこいいナ～。

東本郷にお住まいの

澤地陽平さん・彩さんの

長男 奏楽くん（6歳6か月）

そ ら

二男 駿
しゅん

佑くん（4歳9か月）

すけ

堂ヶ島天窓堂ヶ島天窓洞洞

美
し
い
地
層
が

魅
力
の「
堂
ヶ
島
」

海
底
火
山
群
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

伊
豆
半
島
に
お
い
て
、
海
底
火
山

の
美
し
く
多
様
な
地
層
断
面
を
観

察
で
き
る
の
が『
堂
ヶ
島
・
仁
科
港

ジ
オ
サ
イ
ト
』（
西
伊
豆
町
）で
す
。

波
の
浸
食
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

「
天
窓
洞
」
や
、
干
潮
時
に
「
堂
ヶ

島（
瀬
浜
）海
岸
」と
そ
の
沖
の
「
三

四
郎
島
」が
陸
続
き
と
な
る
「
ト
ン

ボ
ロ
現
象
」も
、
こ
の
ジ
オ
サ
イ
ト

の
魅
力
で
す
。


